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民

家

を

九
芝
、ず
ね
て谷
ο 

蛭

く姪谷

ひ
らわよ小
けずう川
疋かやの
蛭にく急
谷省ゆ流
のあるガ
伺いや
、のか
ひに
ろな
ガる
ると
山こ
裾1ろ

拓し
い蛭山そ
だ首里の
とののか
jli地み
えか
らう芯
れ移賀
るりの
村住都
、んを
だ遠
不s く
地l さ
師t ガ
ガり

時
移
り
不
地
師
だ
ち
は

紙
を
漉
き
炭
を
焼
く
こ
と
を
怠
り
わ
い

介」

1ν
ア
に

柑
を
豊
に
し
て
い
っ
定
。

人
々
は
、
き
び
し
い
自
然
と
の
戦
い
や

そ
の
語
ら
い
の
中
で

む
き
む
き
に
素
朴
な
住
居
を
建
で
て
骨

ん
だ
。そ

の
こ
ろ
の
チ
ョ
ウ
ナ
削
り
の
柱
ガ

す
す
で
漆
黒
に
光
り

ぼ
〈
と
勺

朴一副
で
だ
く
み
な
工
法
の
跡
を
残
し
て

ひ
っ
そ
り
と

小
高
い
山
裾
に
建
っ
て
い
る
。
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唱
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あ
ら
ま
し

川
昭
和
五
十
三
年
第
八
回
朝
日
町
必
会
臨
時
会
は
、
十
月
二
十
四
日
会
期
一
日
川

川
と
し
て
閉
会
さ
れ
ま
し

た

。

川

本
臨
時
会
は
岡
和
五
十
三
年
度
朝
日
町
一
般
会
計
補

E
予
算
及
び
朝
日
町
老

川

州
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
な
ら
び
に
使
用
料
条
例
制
定
の
件
、
工
事
請
負
契
酬

州
約
の
件
な
ど
四
件
を
可
決
し
ま
し
た
。
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朝
日
町
で
は
、
長
年
、
町
行
政
の
発
出

に
協
力
さ
れ
、
大
き
な
山
川
純
を
あ
げ
ら
れ

た
方
々
を
、
叩
月
幻
自
の
町
民
体
脊
大
会

の
席
上
で
表
彰
し
ま
し
た
。

各
部
門
別
の
功
労
者
は
、
次
の

μ々
で

す。マ交
通
安
全

魚
住
慨
雄
（
栄
町
〉

交
通
指
穆
負
と
し
て
、
長
作
に
わ
た

り
交
通
監
尚
と
指
仰
に
あ
た
り
、
交

通
事
故
の
防
什
．
と
い
父
通
安
全
の
滋
減

高
叫
に
努
め
た
。

る。

マ
社
会
体
育

水
島
畑
次
郎
（
下
繍
尾
）
／
東

（
西
下
町
）

朝
日
町
野
鼠
審
判
協
会
の
野
球
審
判

員
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
野
滋
の

普
及
に
つ
と
め
、
町
民
の
体
力
向
上

と
社
会
体
育
の
娠
興
に
貢
献
す
る
。

マ
青

少

年

（
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
育
成
）

土
肥
孝
信
（
中
道
下
〉
／
村
口
矯
朗
（

本
町
）ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
指
導
者
と
し
て

長
年
に
わ
た
り
青
少
年
の
指
導
と
健

全
育
成
に
努
め
る
。

マ
文

化

財

野
島
二
郎
〈
中
町
）
／
森
群
平
（
中

町）
文
化
財
調
査
委
員
と
し
て
、

文
化
財

の
保
護
と
思
想
皆
及
に
努
め
る
。

マ
自
立
更
生

山
本
普
一
（
小
夜
池
〉

不
自
由
な
身
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
山

崎
地
区
内
の
新
聞
配
達
を
続
け
、
一

家
の
支
え
と
な
る
な
ど
、
見
事
自
立

更
生
し
た
。

マ
海
外
移
住

水
島
順
太
郎
〈
境
川
身
）

間
和

5
年
ブ
ラ
ジ
ル
に
移
住
し
、
農

業
に
従
事
す
る
か
た
わ
ら
、
サ
ン
パ

ワ
ロ
州
ア
リ
ア
ン
サ
富
山
村
の
建
設

に
率
先
協
力
し
、
移
住
者
の
定
着
と

安
定
に
尽
力
さ
れ
、
ま
た
、
日
系
人

の
社
会
福
祉
に
強
い
関
心
を
寄
せ
、

イ
タ
ケ
ラ
子
供
の
固
な
ど
に
多
額
の

私
財
を
投
じ
て
施
設
の
充
実
に
つ
と

め
た
。

谷

正

一
（
南
保
・
谷
出
身
）

ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
マ
ゾ
ン
開
拓
の
先
町
駅

者
と
し
て
活
服
、
戦
後
、
ア
マ
ゾ
ン

良
作

へ
の
日
本
人
修
作
者
の
知
ゆ
と
地
似

向
上
に
尽
h
M
し
た
u

水
島
五
松
（
境
川
身
）

間
和
3
年
ペ
ル
l
に
移
住
し
、
養
期

業
を
経
営
す
る
か
た
わ
ら
配
秘
富
山

県
人
会
の
再
興
を
閃
る
と
と
も
に
、

会
長
と
し
て
み
県
修
作
者
の
定
箔
に

尽
力
し
た
。
ま
た
、
曲
責
務
妓
術
改
湾

普
及
に
努
め
、
日
制
伶
刷
凶
の
剥
醤
に

尽
力
す
る
な
ど
、
出
外
移
住
の
位
進

に
寄
与
し
て
い
る
。

叙
勲
の
栄
誉

間
和
臼
年
秋
の
叙
勲
で
、
川
上
が
一
氏

が
行
政
相
談
功
労
特
と
し
て
州
五
等
瑞
川
k

章
が
、
ま
た
大
森
普
治
氏
が
消
防
幼
労
者

と
し
て
勲
七
等
砧
川
上
釈
を
照
与
さ
れ
ま
し

た。働側
五
位
帯
端
宝
章

行
政
相
談
山
労

川

上

以

｝
氏

〈
刊
歳
）

朝
日
町
不
動
件
以

〈
功
綴
〉
泊
小
学
校
民
な
ど
教
育
界
に
初

年
余
り
在
職
、
次
い
で
町
教
脊
長
、
収
入

役
な
ど
を
歴
任
し
た
あ
と
、
位
年
か
ら
行

政
相
談
員
と
し
て
、
行
政
と
町
民
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
行
政
民
衆
化
に
以
力
さ
れ

た。酷耐
七
世
帯
瑞
宝
章ヲ

大1;Jj

朝滋 JJJ
白 書主労

町 72日
高量治
畠号氏

〈
幼
績
〉
間
和
9
旬
、
制
保
村
消
防
組
消

t
i
n
u寸
nJι

防
手
付
命
以
米
、
出
川
ま
で
の
担
年
余
の

永
き
に
わ
た
り
消
防
分
川
長
と
し
て
消
防

業
務
に
精
酬
し
、
消
防
の
苑
厳
に
寅
献
さ

れ
た
。

(2) 

選
挙
啓
発
講
演
会

聞

か

れ

る

山
月
お
目
、
役
場
滋
会
議
場
に
お
い
て

選
糸
管
理
委
員
会
、
京
…
俄
の
選
準
時
発
講
・脳

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
演
会
は
、
と
か
く
政
治
意
識
が

希
織
に
な
り
が
ち
な
的
人
闘
の
意
識
の
山

崩
と
、
山
田
発
活
動
の
指
硲
者
を
養
成
す
る

ζ
と
を
自
的
と
し
て
附
附
仇
さ
れ
た
も
の
で

約
叩
名
の
婦
人
の
診
加
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
年
を
と
ら
な
い
婦
人
の
講
防

主
ヤ
の
三
輪
真
紀
子
さ
ん
を
講
師
に
、
哲

後
や
婦
人
の
似
り
万
に
つ
い
て
二
時
間
に

わ
た
る
講
演
が
あ

η
、
械
会
の
う
ち
に
終

f
し
ま
し
た
。

八
写
真
は
選
小
内
発
議
出
会
V
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4
H円か
ら
悠
設
山
中
の
消
防
庁
A

でけが
こ
の

ほ
ど
完
成
し
、
よ
る
叩
川
Mm
H
に
泌
成
式

を
行
い
、
日
月
1
円
か
ら
泉
旅
刊
を
倒
的
し

ま
し
わ
人
。

一打
λ

引
い
の
阿
波
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
ザ
。

j/li』

・11・iu 
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J

V

リ
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ト
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3
附
辿

w
m
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8
・5
5
．M

a
建
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ひ

8
4
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4 
JJ 
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11 

政
J
E
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什
山
τ
ιT
F
J
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ト
ド
’
J
q
C
1
1

5
L

・
H
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i
3
u

．9
9
6
千
円

、1．u
b£
”川
川

で

L

ui

－

h
似

υド中
立

ト

い
4
公
設
的

（時
点
川

・
川叫
山川
・
凶
泌
・

「完成した ｜ 

I 新消 防庁舎」

・4
1川
崎

l
tJ

rメ
品

．
ー
川
川」

－
内
耐
火
災
鍬
知
設
附

－
以
内
消
火
作
設
備

畠・

訓
練
wm及
び
付
凶
設
備

－
級
相
JA
仙
剛

↑＜11月8日に綾工した老人福tll:センター＞

〔所

配

地

〕

明
日
町
大
同
地
内

〔利
川
附
附
V

午
前

8
W羽
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

パ人

前

日
〕

師
品
目

・
火

・
ト
ホ
・
金
曜
日
の
午
前
川

附
か
ら
午
後
4
時
ま
で

ハ休

館

日
）

毎
越
水
曜
日
、。
似
日
後
五
日
目
、
ロ
月

目
日
か
ら
l
月
3
日
ま
で

守
合
室
の
使
用
申
込
み
U

使
用
申
込
み
は
、
使
用
期
目
前
5
日
ま

で
に
す
る
乙
と

〔そ
の
他
〕

詳
し
い
こ
と
は
、
朝
日
町
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
曾
3
H
2
2
7
9
〉へ

な
お
、
乙
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
使

「
国
民
年
金
還
元
雌
資
」
を
受
け
建
設
さ

れ
た
脂
設
で
す
。

“’ 
I主｜附路道

料〕

使 用 料
区 分 骨一・・ーーーー 骨骨司酔

般 Ir!＇学生以下3者老人（身体賄容者｝ 一
．側人 2 0 0ド］ 30011]; 2001リ

人・広間
団体 5.0 0 0 5.0 0 0 

個人 3 0 0 3 0 0 
和室
間体 1.5 0 0 3.0 0 0 1.5 0 0 

用

八
写
真
は
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ

ー

v

(3) 
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J
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、

秋
晴
れ
の
も
と
第
同
州
制
日
町
民
体
育
大
会
は
、
叩
川
月

n
u総
代
グ
・ソ
ン
ド
で
行

れ
、
接
戦
の
末
南
保
地
区
が
優
駿
艇
を
手
に
し
ま
し
た
。

リ
レ
ー
に
強
い
地
区
、

同
体
純
凶
に
検
い
地
区
な
ど
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
特

徴
が
表
わ
れ
、

団
体
織
目
に
川
倒
的
な
結
成
を
み
せ
た
樹
似
地

K
が
氾
い
す
が
る
山

崎
大
家
庄
地
区
に
1
以
の
内
山
少
だ
C
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

ま
た
l
、
6
0
0
m
リ
レ
ー
は
、
泊
二
広
が
山
崎
地
K
に
3
秒
近
く
の
ぷ
を
つ
け

て
二
連
勝
し
ま
し
た
リ
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会
成
問
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l
J／
φ
4
代

un
λ
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農
林
水
産
大
臣

表
彰
受
賞

愛

場

由

男

さ

ん

（網
野
）

鯵 27 9’ 

ー
！

県
畜
産
共
進
会

｜
｜

窃
山
県
、
県
持
前
述
ぷ
慌
の
第
山
川
崎
同

綜
水
雌
祭
診
加
出
山
県
市
産
共
進
会
（
陥
制

豚
の
部
）
が
川
月
刊
日
品
川
印
刷
で
行
わ

れ
、
山
町
下
山
作
地
の
診
加
叩
附
の
緩
山
川
崎
槻
似

の
な
か
か
ら
、
細
野
の
必
札場
山
川
刀
さ
ん
の

稲
豚
が
見
事
鋭
等
貨
の
汲
に
制
き
、
災
体

水
路
小人
．h
賞、

山
山
叫
知
事
情
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

震
場
さ
ん
は
附
利
お
作
以
末
、
本
業
の

製
m
刊
策
の
か
た
わ
ら
仔
阪
の
作
．
伐
を
同
的

と
し
た
薬
師
怖
を
紛
め
ら
れ
、
仙
似
山
（
小
で
年
々

陥m
M
燃
の
改
良
に
似
H
h
M
さ
れ
た
品
川
州
今
川

ω

受
賞
と
な
っ
た
も
の
で
、
今
ま
で
も
綾
城

ひさあ報広昭和32.. 8月8日
第 3•.使・B可 ・ 0・・

八
写
真
は
段
体
水
派
ト
八
川
口
と

鹿
山
場
さ
ん
V

さ
ん
宅
で
先
日附さ
れ
た
隊
が
全
国
各
地
の

共
進
会
で
錐
勿
な
成
制
を
収
め
ら
れ
る
な

ど
そ
の
泌
尿
川
糾
れ
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
し

た
υ

， 

”・・．． 
』． 

-
『唱明司．

新

川

畜

産

共

進

会

愛

場

エ

ミ

子

さ

ん

〔細
野
）

優

等

賞

受

賞

（豚
の
警

－U
ム
川
の
改
良
地
伽
と
削
袋
技
術
の
向
上

な
ら
び
に
資
質
の
刈
い
よ
川
一
昨
．
物
の
疏
過
を

は
か
り
、
も
っ
て
ぷ
川
・
政
似
側
一
に
資
す
る
と

と
を
目
的
と
し
て
新
川
地
区
以
国
政
共
進

会
が
山
川
7
けれ川
…印
刷
で
開
山
肌
さ
れ
ま
し

た
οこ
の
共
進
会
に
は
川
．卜
新
川
市
の
て

ω

．一．
町
の
家
総
刊
行
副
が
診
加
し
、
乳
川
午
、

肉
川
午
、
阪
の
・1
泌
川
に
分
け
て
得
査
さ

れ
た
鮎
梨
、
版

（ト
本
経
爪
〉
部
門
で
細
野

の
漫
刷
物
エ

f
子
ざ
ん
が
け
ぬ
悦
に
M
m
MV
V
伐
を

勝
ち
と
り
ま
し
た
け

河
内
和
忠
（
桜
町
）

・
米
川
節
子
（
東
市

町
）

・
自
国
和
維
〈
道
．
ト
〉

・
佐
渡
附
（

消
水
町
）

・
尾
山
好
民
（
甲
山
幅
下
）

・
山
ル

と
み
チ
（
舟
川
新
）
・
土
介
利
絵
（
同
保

）

・
浜
図
秀
明
（
宮
崎
）
・
リ
野
敏
チ
〈

・ヴ
－H
・P

・噌wny川
プ
ピピ一，．・
～川
・J
JH叫
が
ノ
4
・ふい、
一ン
．、
．、
vHt－一－
－－－H

・，
h

・
日
・
弓
‘
・
P

・1
・P
・A
・F
・4
v

・47‘．．
 
，w
，‘ー
．
．
 

H

・’J
・
－
V
J

‘、，
・ィ
、J
I
－－，‘
．．
 
、
・．・
・4
e
a
，
A
．，、
J

・J
・・

～．
1

w
d一よ
．ミ

1
F

－o
：J二
・

1
6．
目
、、

二

＼

句

、

‘

係
長
一枚に議
－芝
託
子
ふ
J
M

一一

朝
日
町
関
係
の
お
も
な
人
賞
洛
主
は
次

の
と
お
り
で
す
。

抗
馬
牛
の
節

一
等
賞

森

岡

元

此

h
HM
ド

r

I
t
 

肉
用
牛
の
毎

等
賞

一等
賞

殿

村

満

小

沢

孝

宏

谷

隆

義

木

野

嫡

子

u l山山南
崎崎下保

。路
地
質

• 
の

• 
M
渡
部
W
賞

二
等
賞

霊
場

エ
ミ
子

震
回
初
出
男

申
小
野
清
治

山細細
崎野野

。
国
民
年
金

・
厚
坐
年
金

・
船
員
保
険
に

加
入
し
ま
す
と
、

ζ

れ
ら
の
制
使
〈
共
通

の
年
金
手
帳
が
も
ら
え
ま
す
。

ζ

の
年
金
手
帳
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制

度
の
「
記
号

・
寄
号
」
が
記
入
さ
れ
て
い

ま
す
。
す
だ
に
年
余
手
帳
を
出
向
っ
て
い
る

人
が
、
会
社
へ
勤
め
た
り
、
国
民
年
A
m
に

加
入
し
た
と
き
に
は
、
と
の
手
帳
を
提
川

す
れ
ば
よ
い
ζ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
年
金
の
加
入
則
川
や
保
険

料
を
納
め
た
状
削
な
ど
、
年
金
に
附
す
る

す
べ
て
の
事
．納
が
ζ
の

「
記
号

・
孫
号
い

に
よ
っ
て
お
制
さ
れ
将
米
の
年
A

税
制
が
汀

算
さ
れ
ま
す
の
で
、「
必
U
J

m
号
」
は、

そ
の
人
の
一
生
を
通
じ
て
閉
じ
も
の
（
符

制
度
ご
と
に
〉
が
使
わ
れ
ま
す
。
で
す
か

ら
年
金
手
帳
の
「
記
号

・
務
号
」
は
、
年

金
と
い
う
川
内
の
金
山
仰
を
削
け
る
鍵
と
も

愛の献血
協力者芳名－9月実鎗分一

今円のi猷M -1 
あすのあなたを

保障する

い
え
ま
す
。

も
し
、
年
金
手
帳
を
紛
失
し
た
り
、
倣

っ
た
り
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
一円
交
付
の
干

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

一
つ
の
年
金
制
度
で
一
一
つ
以
上

の
「記
り

・
併
号
」
を
も
っ
て
い
る
人
は、

保
険
料
を
納
め
た

一
部
の
則
聞
が
、
計
排

さ
れ
な
い
ζ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
の

う
ち
に
向
民
年
金
に
つ
い
て
、
役
場
の
山
小

金
係
ヘ
、
肝
叩
ル
ー
作
A
m
な
ど
に
つ
い
て
は
社

会
保
険
事
務
所
へ
巾
し
山
て
、
．必
け

－

m

り
t

を

一
つ
に
ま
と
め
て
も
ら
っ
て
く
だ

E
－、。
輔、
・LV符
し
い
と
と
は
、
住
川
山
調
作
中
金
係
〈
品。

3
H
1
1
0
0内
線
お
）
ま
た
は
、
（
舎

0
7
6
5
H
M
H
1
4
6
4）
魚
津
社
会

保
険
穆
務
所
業
務
調
へ
お
た
す
ね
く
だ
さ

、。－V 

ト
人
鉱
山
）

・
火
森
山
作

（長
野
）

・
折
作

製

（笹
川
）

・
大
森
利
子
（
長
野
〉

・
制

作
務
削
（
舟
川
新
）

・
内
制
点
紀
子
（
目

的〉

・
北
山
船
閑
（
蛇
行
）
・
七
沢
山
川
之

（山
崎
）
・
北
山
川
町
美

（
蜂
作
）

・
中
川

大
（
制
保
）
・
寺
川
芳
附
刀
（
凶
町
）

・
野

口
利
恵
子
（
清
水
町
）

・
尚
白
鳥
取
（
献
野

）
・
仏
国
利
代
（
尚
早
野
）

・
山
手
伊
吹

（

后
川
）

・
広
回
似

一
郎
（
飯
野
）
・
近
牒

佐
美
（
長
野
）

・
牧
野
一
段
久
ハ
山
崎
）

・ぶ
川
信
削
刀
（
尚
早
眠
川
）

・
雌
川
い
和
子
（
：
・代

締
〉
・
上
似
鶴見
（
辺
ド
）

・
雌
凶
ほ
い

（

陀
凶
〉

・
森
岡
部
首
作
（
訓
練
塚
）

・
本
村
問

問
〈
的
）

・
H
K
井
妙
尖
〈
阿
川
〉

・
一仏
川

崎
乙
J

（
綾
町
）

・
九
川
U
M
m
長
代

〈川
崎
）

〈お
un）

誌、
ω

、

＼

1J 

Z
内

1
1川
h
F

一

レ

朝
刊

一

1.f.7 掴

！ム！
t 

f( ' 

町
営
住
宅
が

一
戸
あ
き
ま
す

桜
町

〈組
ケ
正
）

川
地
内
の

m一
州
町

笛
住
宅
が

一一
ハ
空
家
と
な
り
ま
す
の
で
人

川
符
・
当
者
は
、

H
H
n
Hま
で
役
場
佳
品

ぶ
ま
で
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

山
申
し
込
み
多
数
の
掛
合
は
公
開
州
滋
い

た
し
ま
す
。
な
お
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場

述
設
線
（
串白
3
H
1
1
0
0内
線
犯
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

([>) 

τ
l
凋
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本
年
の
実
施
要
項
に
つ
い
て
は

第
一
に
匂
川
住
宅
火
災
が
依
然
と
し
て
多
い
こ
と
と
、
焼
死
者

に
幼
児
、
老
人
が
多
い
こ
と
か
ら
、
と
く
に
そ
れ
ら
身
体
的
弱
者

を
火
災
か
ら
保
湿
す
る
た
め
の
対
策
を
強
化
す
る
ο

的
一
一
に
、
本
年
上
半
則
に
品
川
比
し
た
多
数
の
死
析
を
作
っ
た
火

災
ポ
例
か
ら
、
多
放
の
μ
告
を
収
作
ず
る
地
持
に
お
け
る
消
防
設
備

の
北
限
と
あ
わ
せ
て
、
必
聞
に
お
け
る
防
火
管
即
体
制
を
盤
備
・

怖
他
す
る
こ
と
。

m・1
に
、
家
出
品
以
び
地
山川
ぐ
る
み

ω山
火
協
h
M
体
制
を
他
地
す

る
こ
と
。

こ
の

3
点
を
領
内
…
け
棋
と
し
て
取
り
ト
げ
玄
す
。

こ
の
雌
円
を
允
分
州
僻
さ
れ
て
、
火
災
発
生
附
ル
と
人
命
損
傷

明
般
の
絶
滅
を
則
し
て
く
だ
さ
い
の

な
お
、
期
間
中
、

次

ω．
安
．
鍋
で
サ

f
レ
ン
を
吹
山
し
ま
す
の

で、

火
災
と
ま
ち
が
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
の

。
吹
・
削
川
川
｜
｜
例
7
附

・
川悦
9
時
の

2
川

η

f.~ ： H~ 

，， 
t

コt
‘，．
L
＆
ι
 

i
 
l
 
l
 

－
 
ミ
J
ふ
ν

’ー・
ιふ
1

6 H; 
f'li 

後
！？工、E
のた
1;Jj 
火 l9l
1空llll
1_": rj I 
7ぐに
ff前、j~lj 

ま！I認
す ll
（／） レ

さ雨
弘主
)Jιじ
く》

宅え
ι： ,, 

l；の
lf.l 
場

及。：

火
災
発
生
時
に
お
け
る
消
防
無
線

サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
に
つ
い
て

り
イ
レ

ン
投
凶
附
刷
所
の
何
人
化
と
、
火
災
発
生
側
知
の
敏
辿
化

を
凶
る
た
め
に
、
叩
作
駄
に
校
総
し
た
照
的
制
リ
イ
レ
ン
袋
憧
は
、

刑
制
本
部
に
あ
る
剥

M
で
ス
イ
ヴ
チ
を
人
れ
て
、
決
ま
っ
た
敏
‘γ

’慌
を
仰
す
と
泌
削
除
作
で
叶
イ

v
・J
設
蹴
川
の
ト
l
ン
が
入
り
、

り
イ
レ
ン
が
吹
附
さ
れ
る
仕
組
に
な
っ
て
い
ま
す
。

火
俗
、
が
先
生
し
ま
す
と
、
州
ち
に
火
災
発
伶
管
内
に
近
火
信
号

を
吹
的
し
、
状
況
．小
川
の
と
き
は
、
雌
隣
綾
地
岐
に
、
ま
た
火
災
状

況
が
火
き
い
と
き
に
は
、

町
内
全
国
引
に
吹
・
附
し
ま
す
の
で
一
件
の

火
災
の
掛
合
で
も
、
火
災
品
川
生
管
内
及
び
隣
後
地
域
で
は
、

2
回

ザ
イ
レ
ン
を
吹
附
す
る
乙
と
が
あ
り
ま
す
。

新
鋭
タ
ン
ク
車
購
入

寺、寺、宇辛
L
手・♀
・寺
会
、
き
寺
・、き・寺寺‘寺
、寺寺
・、寺
会

消
防
署
は
ζ

の
ほ
ど
消
防
タ
ン
ク
患
を

購
入
し
、
山
月
時
日
脇
子
八
幡
宮
で
人
塊

式
を
行
い
ま
し
た
。

乙
の
タ
ン
ク
窓
は
水
一一
ト
ン
入
り
の
H
F

問
問
月
目
白
基
幹
鉛
洛
セ
ン
タ

ー

（
町
市

ン
ッ
を
繍
載
し
、
性
能
は
百
五
十
馬
力
で
M仰
保
地
内
）
に
お
i
v
て
、

一
人
作
し
巨
人
の

一
分
間
に．

一千
凶
山
リ
ッ
ト
ル
の
放
水
能
的
州
一
日
招
待
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

力
を
持
ち
、
特
に
消
防
水
利
の
恐
い
場
川

w

今
回
は
小
学
生
の
一作
の
出
俊
ゃ
い
州
人
ボ

で
の
初
期
消
火
に
威
h
H
を
発
悔
し
ま
す
。
問

装
備
に
つ
い
て
は
、
政
水
銑
と
自
衛
喰
仇
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ
る
民
品
の
川
し
む
の
も

堅

議

、

屯

子
咋
イ
レ
ノ
、
無
線
装
越
な
…
あ
り
、
れ
待
さ
れ
た
刊
人
お
り
の

ι人

ど

也

…

は

－
U
の
ん
び
り
と
観
淡
し
て
お
ら
れ
ま

す

。

似

し

た

。

セ

－

i
i
i
ii
；

－
L
i
z－
－E
－－

z
i－
Ez－－
i
i至－－－
z
i－－至宝言
ZE－－

一
国
道
を
利
用

…

さ
れ
る
み
な
さ
ん
ヘ

今
作
も
降
雪
の
時
期
を
迎
え
ま
し
れ
人
。

国
道
の
冬
期
閣
の
交
通
徳
川
休
に
つ
い
て

沿
道
の
刊
さ
ん
や
国
道
利
川
必
の
ご
則
緋

と
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
の

一
、
道
路
上
に
は
車
を
放
置
し
な
い

道
路
上
に
恵
を
旅
慨
す
る
と
、
除
削
訂

作
業
の
陣
容
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、

交
通
渋
滞
や
、

事
般
を
Mm舟
す
る
似
凶

に
な
り
ま
す
。
級
問
答
で
や
む
を
え
ず

車
を
厳
れ
る
泌
合
は
、
山
市
の

m．．
 
小
と
辿

転
者
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
の

二、

電
通
で
は
チ
ェ
ー
ン
を
つ
け
よ
う

率
制
の
駆
動
鎗
の
んh
〆
イ
ヤ
に
ふ
’
r

l
ン
を
着
装
し
よ
う
リ

、
動
け
な
く
沿
っ
て
か
ら
で
は
お
そ
い

冬
期
間
の
事
放
の
火
中
は
、
格
制
．
1
小

良
、
装
備
不
良
（
仰
午

、
i
ン
〉
に
よ

る
車
輔
が
原
閃
。

ハU
W
H
は
新
鋭
的
防
衛
早
V

i

－
そ
れ
ぞ
れ
の
持
場
で
生
か
せ
火
の
用
心
？

ふ
く
し
だ
よ
り

一
人
ぐ
ら
し
老
人
日

招

待

噌

l
凋
U
守

AU1

(6) 

I.. 

問、

出
発
時
に
遭
硲
情
報
を
破
か
め
る

冬
期
閣
の
道
路
は
以
縁
状
刷
、

批
勺

状
川
叫
に
よ
り
、

日父
泊
胤
制
な
ど
ひ
ん
は
八

に
一行
わ
れ
ま
す
。

山
発
的
に
必
ず
粁
断
内
山
道
路
状
川

そ
線
認
し
て
く
だ
さ
い
。

－
h
、
燦
料
は
常
に
満
タ
ン
に

万
一
の
場
合
に
耐
え
て
燃
料
、

h
N
料

等
の
予
備
を

m行
し
ま
し
ょ
う
叫

六
、
屋
緩
か
ら
の
落
雷
に
注
意
し
ま
し
ょ

ミ
J

。
出
削
恨
に
は
ナ
グ
し
止
め
を
波
町
し
常

に
雪
の
落
下
に
は
家
主
及
び
渉
行
者
と

も
に
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
の

康
被
の
台
、
各
ハ
の
衆
人
部
の
勺
は

道
路
に
す
て
な
い
で
く
だ
さ
い
の

ま
た
、
鹿
綴
ml，
を
お
ろ
す
場
合
は
、

交
通
の
支
障
が
袋
胤
さ
れ
ま
す
の
で
、

道
路
管
理
者
、
所
制
笹
山
限
切円、

役
川
柳
等

と
事
削
に
打
ち
合
せ
を
行
い
、
H
川
州
的

に
宮
を
お
ろ
し
て
く
だ
さ
い
の
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10日
11日
15日
23日
26日

七、

同
道
の
交
通
の
支
障
と
な
る
お
を
括

見
さ
れ
た
場
合
は
、
山
口川
山
に
悦
下
務
制

（
舎

0
7
6
4
H
Mm
H
1
7
0
1）
支

た
は
、
黒
部
国
泊
純
作
川
川悦．山（噛
0
0

7
6
5
H
臼
H
1
7
1
4〉
宮
市
で
ご
泌

絡
く
だ
さ
い
。

中
年
以
降
の
方
は

定
期
検
査
を

・.2 7 9’ 
近
ご
ろ
、
よ
く
の
ど
が
か
わ
く
よ
う
に

な
り
、
夜
巾
も
2
t
3
川
刊
を
さ
攻
す
H

水
や
お
wmを
飲
む
川
射
が
ふ
え
、
ト

f
ν

が
近
く
な
り
、
以
の
引
も
多
く
な
っ
た
。

そ
し
て
絞
れ
や
す
く
、
体
が
だ
る
い
、

乙
う
い
う
応
状
の
万
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら

ζ

の
機
会
に
一
度
、
結
川
原
耐
の
検
査
を
受

け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

僑
尿
病
に
か
か

っ
て
い
る
と
と
を
知
ら

な
い
で
い
た
り
、
適
切
な
治
械
を
な
っ

て

い
て
脳
卒
小
や
心
臓
病
、
肝
臓
病
な
ど
を

併
発
し
て
死
亡
す
る
ー
ー
と
い
う
．
1

小
都
な

結
果
を
招
く
例
が
ふ
え
て
い
ま
す
。

事
実
、
昨
年
か
ら
、
わ
が
国
の
H
M
似
凶

別
死
亡
順
位
H

の
第
叩
仰
を
い
山
め
る
ま
で

に
な
り
ま
し
た
。

当
然
、
以
者
数
は
作
々
附
加
し
て
い
ま

す
が
、
以
近
の
白
だ
っ
た
傾
向
と
し
C
、

子
供
に
ま
で
そ
の
影
響
が
お
よ
ん
で
き
て

い
る
こ
と
で
す
。

き
て
、
私
遼
が
食
べ
る
食
物
中
の
柏
町

ひさあ報·~隼 a .11 a目 rr
•3 ・・使・B可 ． ・w. 

11月（霜
技能の日

世界平和記念日

七五三
動労感謝の臼

火災予防組問

ゑい
月）

川
卜
ぃ
北

ttr~和541手肱 IじHll以民
下帳Jにまだ残部があ
ります。
ご入用の／jは、町内会

長さんを経て役湯総務

課へ申し込みください

12JJ （師
l~ll将の白
人権週間

針供養

l口
4日
8日

泊
高
校
に
庭
園
と

シ
ャ
ワ
ー
室
寄
贈

的
高
校
後
健
会
（
会
長
木
村
信
嗣
氏
）

は
、
乙
の
ほ
ど
、
校
心
ぃ
川
町
駅
築
後
む
な
お
米

格
備
の
ま
ま
で
あ
叶
た
伯
尚
校
の
山
γ妊

に
、
仁
貨
約
三
川
万
川
を
投
じ
、
円
本
式

出
闘
を
造
成
待
問
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

魚
津
龍

一
氏
（
明
日
町
在
住
）
は
亡
父
山

古口
氏
の
遺
本
を
刷
新
ぎ
、
池
を
造
成
笥
附

さ
れ
ま
し
た
e

な
お
川
後
経
会
は
別
に
約

三
百
万
円
を
般
じ
休
向
飢
に
別
女
シ
ャ
ワ

ー
寝
を
作
り
符
附
し
た
。

人口

9. 2 0 5人

1 9. 5 2 1人

53年11月！日現在

5. 0 2 6戸

1 0. 3 1 6人

の本町

関

·().• 

百「

ttt宇野数

＼
ド
フ
『

4
3

、J－－－く
E
L噌〆

め
だ
っ
た
改
造
は
、
約
却
作
山川
オ
イ

、

／
4

＝F
r
n
u司
忍
組
側
、

の
後
を
一仏
げ
、
オ
イ
の
山
径
一一
つ
に
壮

一

切
っ
た
り
、
旧
年
前
に
Mm恨
の
カ
ヤ
作

…
j

典
型
的
な
山
村
山
製
家
の
じ
い
マ
担
の
の
上
に
ト
タ
ン
を
列
い
た
改
造
を
行
っ

一

…
特
徴
を
も
っ
た
台
い
家
で
あ
っ
た
が
、
た
。

ム

一
幾
度
か
の

噌
改
築
で
笈
っ
て
し
ま
っ

一
般
に
は
聞
き
な
れ
な
い
1

ム
ス
ゴ

A

た。

」
と
い
う
所
が
あ
る
。

ヒ
ロ
マ
型
と
は
、
家
の
中
央
部
に
ヒ

’

…

ロ
マ
（
オ
イ
符
）
が
あ
っ
て
裂
か
ら
出
乙
れ
は
縁
側
の
と
と
だ
が
、
ム
ス
コ

一

を
出
る
と
か
ム
ス
コ
を
川
す
と
か
部
泌

一

一
ま
で
綬
聞
い
っ
ぱ
い
に
市
隔
を
と
る
附

7
t、
、
、

一

取

り

の

型

式

の

家

で

あ

る

。

で

は

b

b

古
い
円
は
、
こ
こ
は
お
そ

ら
く
土
閥
の
カ
ギ
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

，
谷
口
万
作
宅
は
、
現

在

前

日

七

間

；

一
半
、
奥
行
四
間
半
の
カ
ヤ
銭
入
母
屋
平
三
4

…
入
り
造
り
の
家
で
あ
る
c

乙
の
ム
メ
コ
に
も
ゾ

｜
ノ
ン
純
子
の

乙
の
家
の
伝
承
に
よ
れ
ば
、
家
の
組
閣
パ
が
あ
っ
た
が
、
や
は
り
叩
年
前
に

…
築
年
数
は
、
五
百
年
釘
円
余
と
も
伝
え
ら
今
の
よ
う
な
．H
に
変
っ
た
。

一
れ
て
お
り
、
舟
見
の
民
ぷ
を
作
る
際
、

じ

ロ

マ
型
の
オ
イ
の
内
加
は
3
作午前

山
よ
り
木
を
出
し
、
ト
リ
訟
を
川
し
て
小
人
に
天
井
が
張
ら
れ
、
小
八
き
な
チ
ャ
グ

υ

…
工
作
業
も
終
り
盆
築
目
的
に
な
っ
た
策
や
チ
ョ
ウ
ナ
剛
山
総
が
か
く
れ
見
る
と

が
、
寺
と
門
徒
の
聞
で
与
惜
の
大
き
さ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
ニ
ソ
や
そ

一
で
折
り
合
い
が
つ
か
ず
、
そ
の
樹
木
が
の
他
の
部
底
の
引
や
喋
な
ど
の
材
木

間
に
あ
わ
な
く
な
っ
た
の
を
ゆ
す
り
受
に
、
チ

ョ
ウ
ナ
は
つ
り
を
し
た
川
の
仁

け
て
現
保
地
に
建
築
し
た
も
の
と
い
法
の
跡
を
所
々
貼
る
こ
と
が
で
き
、
改

一
ぅ

。

第

以

前

に

は

、

ニ
ソ
の
片
削
に
は
む
を

昭
和
持
作
の
日
山
県
民
家
緊
急
調
査
く
り
政
い
た
氷
山
川
が
土
聞
の
刈
さ
に
縦

一
報
告
書
に
よ
れ
ば、

ζ

の
家
の
建
築
年
か
れ
る
等
の
ト
山
い
生
活
断
悼
式
が
あ
っ

…
代
は
同
世
紀
初
と
あ
り
、
約
一
百
年
似
た
。

一
前
の
建
物
と
な
っ
て
い
る
。

ーil
l．什
川
川
ゴ

ー
l
J

仁

4
t
z
’y

．

・

一

宅

宅

「

1
1
・
・・

l
’↑

住
住

J

・

．

7
1
F
J↑

原
旧

一

・

．

1

単

一
r

は

は

寸

li－
－

7
9・i
日

…
作
一
上
下

J
i
－

－

f

h
j

M

万
百
（

－

一対

主

…
口
「

「

μ
ト
ド
i
L
w
r

～
谷
一

一
沖i

j

i

－－。

一と

古

：

一

一
蛭
一－

f
J
・；；
J
I
l
l片
付

p

．

F
l
L卜

j
tド
l
l
iE
4
E
E
1ム
引
引

－
・
山
口
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・，2
4
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h
γ
Z
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税
務
課
か
ら
、の

あ
し
ら
せ

税
を
知
る
週
間

ー

l
n
月
刊
日

t
げ
日

i
l

税
余
は
、
私
た
ち
が
安
定
し
た
住
み
よ

い
誇
ら
し
を
願
う
と
き
、
社
会
の
一
一
員
の

畿
務
と
し
て
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

H

会
費
H

の
よ
う
な
も
の
で
す
。

そ
し
て
、

日
常
生
活
に
必
要
な
道
路
や

住
宅
を
造
っ
た
り
、
社
会
福
祉
を
充
実
さ

せ
る
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
面
で
役
立
っ
て
い

ま
す
。こ
の
よ
う
に
私
た
ち
の
生
活
に
深
い
つ

な
が
り
を
も
っ
て
い
る
税
金
に
つ
い
て
、

そ
の
し
く
み
や
使
い
み
ち
な
ど
を
正
し
く

理
解
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
国
税
庁
で
は

日
月
刊
円
か
ら
げ
ま
で
を
「
税
を
知
る
週

間
」
と
し
て
次
の
よ
う
な
全
国
的
に
附
広

い
行
事
を
行
い
ま
す
。

テ
レ
ピ
に
よ
る
座
談
会
、

「税
に
関
す

る
作
文
」
の
表
部
W

挽
務
相
談
、
税
に
関

す
る
資
材
の
展
示
、
と
く
に
当
町
で
は
街

頭
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す
。

朝
日
町
善
意
銀
行

社
会
福
祉
の
た
め
に
と
、
次
の
か
た
が

た
か
ら
普
意
の
創
託
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
宮
崎
前
川
臼
出
雄
さ
ん
よ
り

一
万
円

マ
荒
川
金
井
利
引
き
ん
よ
り
学
生
服
部

婚、

そ
の
他
衣
知
町
点

マ
山
山
保
と
く
れ
の
か
た
よ
り
始
仰
向
物
報

労
金
5
千
円

ム
本
町
と
く
名
の
か
た
よ
り
3
千
円

マ
平
柳
平
垣
静
子
さ
ん
よ
り
い
し
夫
久
世代

さ
ん
の
供
養
の
た
め
行
山
内
返
し
の

一
部

3
万
円

マ
泊
高
校
定
時
制
生
一位
会
よ
り
5
千
4
百

初
円

V
小
川
建
設
工
業
側
よ
り
下
中
新
川
地
区

危
険
物
安
全
協
会
の
消
火
競
技
大
会
に

入
賞
し
た
副
賞
2
キ
川

悩
骨髄
・川
水
町

中

町
ル
弥
生
町

清
水
町

清
水
町

清
水
町

消
水
町

清
水
町

松
抑
町

松
涛
町

月

山

首

中

野

品
川
山

Hμ

町
南
保

羽

人

約殿錐m

お
ゆ
で
た
と

お
《
や
み

（
悶
和
日
年
叩
月
日
日
現
住
〉

お
す
こ
や
か
に

ノ

（
赤
ち
ゃ
ん
直
属
生
）

塚町

水

島

光

附

山

間

尖

小

杉

牒

十六

安
迷
良
之
助

広
川

松
川

下

沢

必

後
勝

幸
mM

山

室

利

之

金
沢

英
．． 

野

村

附

若
林

英

雄

長

井

古

江

償

問

問

雌

佐
渡

紙
同

仲

介

降

水

青
島

川
作

点

部

准

初
回
水
島

事
’仏｜；後
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お
し
あ
わ
せ
に

O
境剖H

H
μ

，H

O
涜境

O
下

償

届

下

償

居

。
溢

栄

町

羽

人

O
宮

本

町

人

普

町

O
京

一一．
柿

万
円
前
向

。
小

三

浦

梢

水

O
ト

上

町

爪
hH

P

N
リ

H
H，

a
，b
司・
2
L
V

U
U
F

O
消

木

町

し
し

鋭
U
U
F

O
州

町
．lu
『
．
，
E
S

Jv

m

H

 

O
平

柳
白

山

市

O
日

以

町

般

的

町

（
伸

縮

緬

）

水

船

智

十

古

川

己

寿

子

水

尚

一

花

水

島

ふ

じ

子

制

川

洋

三

刷

削

悦

下

作

中

義

久

凶

子

治

足

首

成

久

縦

長

同

作

子

背

水

重

火

長

谷

川

京

子

野

島

突

沢

汁

尖

純

子

水

向

努

必

佐

臨

弘

子

折

伶

勝

が

wr
附

十

む

UM
m
池

“

一

作

英

wr

板

桁

H

M

Y

H
Hド

川
叩

ドハ

M
仰

首

相

会

川

ぷ

，

お
く
や
み

。境
om例。境
O
東
．
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町

O
凶
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町
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特
円
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1
 
1
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U
Y
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刊

日

山
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仰

お

け
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外
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山

川

合

次

ド
削
瓜
あ
い

H
N
附
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E
L
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れ
r
l
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A
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aEノ
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大
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ノマ：.－－ 「
昭
和
制
何
年
度
学
生
募
集
I
l
l－

「
富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
」

応

募

資

格

学
校
教
筒
法
に
よ
る
刈
呼
学
校
を
一小

業
し
た
者
（
附
利
M
年
3
月
卒
業
見
込

の
者
を
含
む
。
）
ま
た
は
ζ
れ
と
川
等

以
上
の
学
h
H
を
れ
す
る
と
認
め
ら
れ
あ

者。

・
・
受

付

間
和
U
A
年
2
リ
リ
日
（
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＠
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